




























































































































































































































































の『ローマ書講義』に記載された「内なる暗闇の真っ只中に拉致される ( in media 
tenebras interiores rapitur)」という出来事と結びつけた点である。この着眼は先
行する研究から示唆を得たものであるが、前期ハイデッガーにおけるルターの影響の
重要性を踏まえて、時間性の脱自的統一という根源的現象の理解に一つの道筋を与え
得る優れた洞察である。この洞察が、言葉の思惟の考察を急ぐあまり本論文では時間
性の理解として十分に展開されていないのが惜しまれる。 
 以上のように優れた内容をもつ本論文にも、問題点がないわけではない。一つは、
ハイデッガーの哲学思想の宗教性を追究することに全力を注いだことで、先行研究に
ついての検討がややおろそかになっている点である。もう一つは、ハイデッガーにお
ける詩作の言葉と神話の言葉がそれぞれに追究されて、両者の関係が必ずしも十分に
明らかにされていない点である。しかしこれらの問題点は本論文の卓越した価値を損
なうものではない。  
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。2017年９月22日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した事柄に
ついて口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
  
 
